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は  じ  め  に 

 

 今日、少子高齢化や社会的孤立、家族構成の変化などの影響

から、生活環境も変化しています。これに伴い、人々が暮らし

ていく上での課題は、子育て・高齢者・障害者・生活困窮など

の様々な分野の課題が絡み合って「複雑化」し、個人や世帯に

おいて複数の分野にまたがり課題を抱え「複合化」していま

す。さらには、町内会活動、地域福祉活動の担い手が不足し、

地域におけるコミュニティが希薄になってきています。 

 このような社会構造の変化や人々の暮らしの変化を踏まえ、制度・分野ごとの「縦割

り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画

し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと

生きがい、地域をともに創っていく社会＝地域共生社会の実現が求められています。 

 館山市では、地域共生社会の実現に向け、市民の皆様と関係団体、行政が連携を図りな

がら協働の考え方を踏まえ『一人ひとりが繋がり、はじまる、みんなで支え合う、あった

かまちづくり』を基本理念とした館山市地域福祉計画を策定しました。 

 本計画には、市民の皆様が主体となり活動していただく館山市地域福祉活動計画も盛り

込まれているほか、自殺対策計画・成年後見制度利用促進基本計画・再犯防止推進計画を

包含しており、福祉全般にわたる特色ある計画となっています。 

 市民の皆様、関係団体と共に、本計画の実現に向けて取り組んでまいります。 

 最後に、本計画の策定にあたりまして、ご尽力いただいた計画策定委員会の皆様をはじ

め、アンケートなどを通じて貴重なご意見をいただいた市民の皆様や関係団体の皆様に心

より感謝申し上げますとともに、今後とも、本市の福祉行政の推進にお力添えを賜ります

ようお願いいたします。 

 

令和６年４月 

 

館山市長  森  正 一 
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つながりみんなで支え合うことを大切にした 

～地域共生社会の実現に向けて～ 

 

 館山市社会福祉協議会は、地域福祉の推進を図ることを目的

に、微力ではございますが、市民の皆様や館山市と協働して様々

な事業に取り組んでまいりました。 

 今日、さらなる少子高齢化の進行により人口構成や世帯構成、

地域基盤に大きな影響をもたらしております。一人暮らし高齢

者、高齢者のみ世帯の増加、核家族化、若い世代の流出により、

高齢者の「孤立化」の進行や家族による介護機能の低下、担い手

不足など、地域の福祉課題も多種多様化し、これまでの公共の福

祉サービスのみでは対応が困難となり、地域における助け合い、支え合い社会の構築が必

要となってまいりました。地域で暮らす子供・高齢者・障がいのある方など全ての人々が

「支える側」であり「支えられる側」である事を「我が事」として、人と人、人と社会が

つながり、一人ひとりが生きがいや担い手として役割をもち、福祉コミュニティや地域社

会を共に創ることで住民が自立した生活を営むことのできる体制づくり・仕組みづくりな

ど「地域共生社会の実現」に向けた取り組みを進めていく必要がございます。 

 こうした社会情勢の中、館山市社会福祉協議会は、市民の皆様、館山市と協働し、いつ

までも住み慣れた地域で安心して自分らしく生活することができる地域福祉を推進するた

め、令和６年４月１日館山市地域福祉計画の策定に合わせて、館山市地域福祉活動計画を

行政と協働で策定致しました。 

 計画の策定にあたり、アンケート調査や各種団体ヒアリング調査及び地域座談会などを

行政と共同で実施し、多くの市民の皆様からいただきました貴重なご意見を、市民公募委

員、関係機関・団体、学識経験者の方々による地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員

会で協議を重ね策定致しました。 

 地域福祉計画・地域福祉活動計画の基本理念『一人ひとりが繋がり、はじまる、みんな

で支え合う、あったかまちづくり』を実現するため、社会福祉協議会役職員全員で努力い

たす所存ですので、市民の皆様や関係機関・団体の皆様の一層のご理解とご協力を御願い

申し上げます。 

 結びに、本計画の策定にあたりまして、貴重なご意見・ご提言をいただきました策定委

員の皆様をはじめ、住民座談会やヒアリング調査にご協力いただきました皆様、また関係

者の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

令和６年４月 

社会福祉法人 館山市社会福祉協議会 

会 長  秋山 一夫 
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